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E−CELL は細胞 の 全 体 または 一
部 の 代謝活動 を コ ン ピ ュ

ー
タ 上 で 再構築す る た め

に開発 した汎用 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン ソ フ トウ エ ア で あ る 。 E−CELL は酵素 反応 や

膜輸送 、 遺伝子発 現 な どの 化学反応 を Reaction　Rule と して 個 々 に定義す る とそ

れ らを疑似並列 に 実行 し全体の 振 る 舞い をシ ミ ュ レ ー トす る 。
こ の E−CELL シ ス テ

ム を用 い て 、 我 々 は現在 まで に 127 個の 遺伝子か らな る仮想の 「自活細 胞モ デ ル 」

を完成 させ た （参考記事 Science　284：5411　p80−81）。
こ の バ ー

チ ャ ル 細胞 は膜外

か らグル コ
ー ス を取 り込 ん で それ を解糖系 に よ っ て 分解 しエ ネル ギ ー （ATP）を生

産する 。 また 、細胞膜生 成の ため の リ ン脂 質合成 系 を もち 、 脂肪酸 とグ リセ ロ ー

ル を取 り込 ん で ホ ス ホ チ ジ ル グ リセ ロ ール を合成 しこ れが 細 胞膜 と な る 。 遺 伝子

発現の た め の 転 写機構 （麒A ポ リメ ラ
ーゼ な ど）お よび翻訳機構 （リボ ゾ ー

ム 等）

を持 ち 、 遺伝子 か ら蛋白質を合成す る 。 現在 は よ りリア ル な シ ミュ レ
ー

シ ョ ン を

目指 して （1 ） ヒ ト赤血 球 （2 ）大腸菌 化学走性 （3 ）1∂c オペ ロ ン な どの 遺伝

子発 現 ネッ トワー ク （4 ）ミ トコ ン ドリ ア 細胞の 詳細 なモ デ リ ン グ を行 っ て い る
。

赤血 球細胞 に つ い て は ベ ー シ ッ ク なモ デ ル が 完成 し、酵素活性 を人工 的 に 阻害す

る こ とに よ っ て 、 先 天性 貧血 の 原 因で あ る G6PD 欠損 症 な どの 遺伝病に お け る赤血

球細胞 の 状態 を コ ン ピ ュ
ー タ 上 に再現 す る こ と を試 み て い る 。 また 、 こ れ ら

E−CELL の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン結果 を シ ス テ マ テ ィ ッ クに 分析 す る 数理 解析法 も開

発 して い る 。 E−CELL シ ス テ ム の ソ フ トウ ェ ア （ベ
ー

タバ ー
ジ ョ ン ）は 99年 7 月

か ら ウ ェ ブ上 で
一

般 公 開され て い る （http：／／www ．・e−cell ．org ）。
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